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　私達屋代高校地学研究グループは墓石地震学について研究しています。動機として同校平成29年度の墓石地

震学の研究より、北海道胆振東部地震においてある地点の墓石が倒壊した割合から震度を求めるにあ

たって、震源から近い地点で倒壊率から求めた震度が突出して小さい所がありました。これは地層によるもの

だと仮定しました。この仮定を確かにするため、熊本地震、兵庫県南部地震の墓石倒壊率と地層の分布を調

べ、墓石倒壊率が震源に近いのにも関わらず低い地点の原因を追求しました。両地震において、地層が岩盤や

埋立地である地点は墓石倒壊率が低くなる傾向にあることが分かりました。それは墓石の固有周期と地層の固

有周期が一致せず、共振しないためだと考察しました。また、震源地から遠い地点でも地層が沖積層や洪積層

だと固有周期が一致するため倒壊率が多くなることも分かりました。
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